
平成２８年度佐賀県高度情報化推進協議会 

 

第１回幹事会本資料 
 

日時：平成28年4月27日（水）14：00～16：00 

場所：メートプラザ佐賀２階 大会議室  

 

【目的】 

   平成２８年度定期総会付議事項について審議する。 

 

【次第】 

１ 開会 

２ 会長代行挨拶 

３ 議事 

（１）平成２８年度定期総会の日程（案）及び次第（案）について 

（２）定期総会付議事項（案）について 

① 平成２７年度事業報告について 

② 平成２７年度収支決算について 

③ 協議会規約及び関係規程の一部改正（案）について 

④ 平成２８年度事業計画（案）について 

⑤ 平成２８年度収支予算（案）について 

⑥ 役員の選任（案）について 

４ 報告 

（１）第１回ＩＣＴに関する講演会について 

５ 閉会 
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議事 

（１）平成２８年度定期総会の日程（案）及び次第（案）について 

 ○ 平成 28年度定期総会について、次の日程及び次第により開催してよいでしょうか。 

 

 

【日程】平成２８年５月２６日（木） ホテルマリターレ創世 グランデピアツァ 

【次第（案）】 

Ⅰ 定期総会（１３：３０～１４：２０） 

  １ 開会 

  ２ 会長挨拶 

  ３ 議事 

    第１号議案 平成２７年度事業報告について 

    第２号議案 平成２７年度収支決算について 

    第３号議案 協議会規約及び関係規程の一部改正（案）について 

第４号議案 平成２８年度事業計画（案）について 

    第５号議案 平成２８年度収支予算（案）について 

    第６号議案 役員の選任（案）について 

  ４ その他 

  ５ 閉会 

 

Ⅱ ＩＣＴ利活用講演会（１４：３０～１６：４０） 

 ※終了後、懇親会を開催予定 

 

（２）定期総会付議事項（案）について 

 ○ 定期総会に、次の事項を付議してよいでしょうか。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

第１号議案 平成２７年度事業報告について 

 

平成２７年度は、中期推進項目として「情報リテラシー・セキュリティの普及推進」、 

「初心者向けのインターネット利活用普及推進」、「県民が実感できる効果的なＩＣＴの利活用 

促進」を掲げ、本協議会の目的達成に資する事業に取り組んだ。 

 

＜中期推進項目＞ 

①情報リテラシー・セキュリティの普及推進 

スマートフォンやＳＮＳ等の急速な普及に対し、利用者側の情報リテラシー・セキュリティの普

及が著しく遅れているため、重点的に普及推進を図る必要がある。 

②初心者向けのインターネット利活用普及推進 

できるだけ多くの県民がＩＣＴの恩恵を受けられるよう、特にインターネット初心者に対してよ

り効果的な普及推進を図る必要がある。 

③県民が実感できる効果的なＩＣＴの利活用促進 

 医療・福祉、健康増進、観光、農林水産業や商工業等において、県民が「効果を実感できるＩＣ

Ｔの利活用」促進に資するため、佐賀県内の企業、自治体、大学などの産学官の連携を促して、Ｉ

ＣＴを活用した「仕組み」を検討し、きっかけとなる取組の企画立案や核となる人材育成等を行う。 
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１ 会議 

（１）定期総会 

期 日 平成２７年５月１９日（火） １３：３０～１４：２０ 

場 所 ホテルニューオータニ佐賀（佐賀市与賀町） 

内 容 

○ 平成２６年度事業報告について 

○ 平成２６年度収支決算について 

○ 協議会規約及び関係規定の一部改正（案）について 

○ 中期推進項目（案）及び平成２７年度事業計画（案）について 

○ 平成２７年度収支予算（案）について 

○ 役員の選任（案）について 

 

（２）幹事会 

高情協の中期推進項目、事業計画、収支決算及び収支予算の策定、幹事会直轄事業に関する 

審議を行った。 

回 期 日 場 所 内 容 

第
１
回 

平成２７年 

４月２２日（水） 

グランデ 

はがくれ 

ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ

Ａ 

(1) 中期推進項目について 

(2) 平成 27年度定期総会の日程及び次第について 

(3) 定期総会付議事項（案）について 

(4) 第 1回 ICT利活用講演会について 

(5) 次期 ICT利活用推進計画の策定について 

臨
時 

平成２７年 

６月２９日（月） 

～ 

７月３日（金） 

メールに 

よる会議 

(1)「佐賀県青少年有害情報対策実行委員会」への参画 

及び森本会長の委員就任について 

臨
時 

平成２７年 

９月１６日（水） 

～ 

９月２８日（月） 

メールに 

よる会議 

(1) 第 2回・第3回 ICTに関する講演会のテーマに 

ついて 

(2) 今年度実施済の事業の報告及び今後の事業計画等 

について 

第
２
回 

平成２７年 

１２月２４日（木） 

アバンセ

４階 

第2研修室 

(1) 今年度の事業の報告及び今後の事業計画について 

(2) 中期推進項目③に関する新規事業の実施について 

(3) 来年度の高情協の活動の方向性について 

第
３
回 

平成２８年 

１月２９日（金） 

メートプ

ラザ佐賀

２階 

大会議室 

(1) 中期推進項目③に関する新規事業（買い物困難者 

対策に係る事業計画策定）の進捗状況の報告及び会 

員へのプロジェクトチーム参画の募集について 

(2) 来年度の高情協の活動の方向性について 

(3) 高情協ＨＰ再構築後における広報活動の方向性 

(4)第 6回幹事会日程について 

第
４
回 

平成２８年 

３月１７日（木） 

アバンセ

４階第1研

修室Ａ 

(1) 来年度事業に関する各幹事からのご意見について 

(2) 中期推進項目③に関する新規事業実施計画の進捗 

状況について 

(3) 来年度第１回ICT利活用講演会のテーマについて 

(4) 会長の代行について 

(5) 来年度第1回幹事会日程・定期総会・第1回 ICT 

利活用講演会日程について 

(6) 高情協新ＨＰについて 
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（３）企画運営グループ及び広報グループ 

  ①企画運営グループ 

単年度の事業計画の原案の策定、各事業の企画・運営等を行った。下半期は主に中期推進項

目③関連新規事業についての検討を行った。 

回 期 日 内 容 

第
１
回 

平成２７年 

６月３日（水） 

(1) グループリーダーについて    

(2) 役割分担 

(3) 事業実施の詳細について 

第
２
回 

平成２７年 

７月８日（水） 

事業実施の詳細について 
第
３
回 

平成２７年 

７月２３日（木） 

第
４
回 

平成２７年 

８月７日（金） 

第
５
回 

平成２７年 

１１月１８日（水） 

 中期推進項目③関連事業（買い物困難者対策実証事業）の今後の

進め方について 

第
６
回 

平成２７年 

１２月２１日（月） 

～２３日（水） 

 

【サイボウズLiveによる意見合わせ】 

12月幹事会に付議する資料について 

（中期推進項目③関連新規事業について） 

第
７
回 

平成２８年 

１月２８日（木） 

(1) 中期推進項目③関連新規事業概要と検討状況 

(2) 高情協の役割、企画運営グループの役割 

(3) 実証事業参画会員の公募について 

第
８
回 

平成２８年 

３月２８日（月） 

【広報グループとの合同打合せ】 

(1) 総会付議までの取組について 

(2) 事業の検討「新規事業、継続事業の検討（統合・見直し）」 

  ②広報グループ 

    各事業実施に当たっての広報及び集客並びに各事業結果の会員への情報提供及び共有を 

行った。特に、高情協の広報のあり方を検討し、その基盤となるＨＰのリニューアルを実施 

 

回 期 日 内 容 

第
１
回 

平成２７年 

６月３日（水） 

(1) グループリーダーについて 

(2) ＨＰ更新前と更新後の観点 

(3) 事業告知、報告以外のコンテンツ（セキュリティ情報やICT）

の収集体制等 

第
２
回 

平成２７年 

６月２６日（金） 

(1) ＨＰとＦＢの連携について 

(2) 会員に関するコンテンツの充実について 

(3) 高情協以外からのICTに関する最新情報取得について 

(4) 動画コンテンツについて 



 

 

5 

 

回 期 日 内 容 

第
３
回 

平成２８年 

１月２０日（水） 
(1) 高情協新ＨＰ公開後の広報活動のやり方について 

第
４
回 

平成２８年 

３月２８日（月） 

【企画運営グループとの合同打合せ】 

(1) 総会付議までの取組 

(2) 事業の検討「新規事業、継続事業の検討（統合・見直し）」 

 

 

 

２ 幹事会直轄事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ＩＣＴに関する講演会等（中期推進項目①、②、③関連） 

県内各地域における情報化の推進を図るため、会員、事業者、一般県民を対象として、ＩＣＴの最新

動向・ＩＣＴ利活用による経営の高度化等に関する講演会を開催した。 

第 

１ 

回 

平成２７年５月１９日（火）   ホテルニューオータニ佐賀 

 

講演 演題： 「セキュリティ対策以前 ～脆弱性から情報漏洩まで 

正しく知り、正しく怖がる第一歩～」 

講師：辻 伸弘氏（ソフトバンク・テクノロジー㈱ 

            シニアセキュリティエバンジェリスト） 

対談 辻 伸弘氏と森本登志男氏（佐賀県最高情報統括監）による対談 

参加者 約８０名        



 

 

6 

 

第 

２ 

回 

平成２７年１１月１８日（水）  グランデはがくれ 

 

講演① 演題：「テレワークが拓く未来」 

講師：森本 登志男氏（佐賀県最高情報統括監） 

 講演② 演題：「人を活かすテレワーク」 

～さがんみらいテレワークセンター鳥栖が目指すもの～ 

     講師：粟生 万琴氏（㈱パソナテック執行役員） 

 対談  森本登志男氏と粟生万琴氏と田上加那氏（㈱パソナテック職員）と 

福田健治氏（クラウドワーカー）による対談 

 参加者 約１００名 

 平成２８年３月１５日（火）   マリトピア 

第 

３

回 

 

主催者事業紹介 事務局より本協議会事業を紹介 

トークライブ テーマ：「イノベーションの５年間と佐賀の未来を語る」 

トークゲスト：森本 登志男氏（佐賀県最高情報統括監） 

インタビュアー：鈴木 恵理香氏（㈱サガテレビアナウンサー） 

 参加者 約１２０名 

 

（２）ＩＣＴ普及啓発事業 

① 情報リテラシー・セキュリティ事業（中期推進項目①関連） 

１）情報リテラシー・セキュリティの関係団体等との意見交換 

各団体において個別に行われていた情報リテラシー・セキュリティの普及啓発に関する取組

について、開催日程や対象者について調整を行い、効率的な開催となるように促すとともに、

各種事業のWeb上での広報について協力した。 

  具体的には、以下の３つのイベントについて、サイバーセキュリティ月間（2/1～3/18）に

集中して実施し、広報活動についても共同で実施した。 

イベント名 
「平成27年度佐賀県情報

モラルシンポジウム」 

「平成27年度第 8回 

ネットの安全・安心ポス

ターコンクール表彰式」 

「佐賀県青少年を 

取り巻く有害情報対策 

推進フォーラム」 

日 時 
平成 28年 2月 5日（金） 

13時～16時 30分 

平成 28年 2月 7日（日）

10時～12時 

平成 28年 2月 7日（日）

13時 30分～16時 30分 

会 場 佐賀市立諸富文化体育館 
神埼市千代田文化会館 

「はんぎーホール」 

神埼市千代田文化会館

「はんぎーホール」 

対 象 

県内の小・中・高・特別

支援学校の教職員、各市

町教育委員会職員、保護

者他一般参加者 

どなたでも参加可能 
小中高校生及び未就学児

童の保護者他一般参加者 

主 催 

佐賀県ネットワーク・ 

セキュリティ対策協議

会、佐賀県教育委員会 

ネットの安全・安心ポスター

コンクール実行委員会 

（佐賀県、佐賀県教育委員

会、佐賀県高度情報化推進

協議会、佐賀県ネットワー

ク・セキュリティ対策協議

会、NPO 法人 IT サポート

さが） 

佐賀県青少年 

育成県民会議 
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２）「平成２７年度（第８回）ネットの安全・安心ポスターコンクール」の実施 

県、県教育委員会、佐賀県ネットワーク・セキュリティ対策協議会、特定非営利活動法人IT

サポートさが及び本協議会で実行委員会を構成して「平成２７年度（第８回）ネットの安全・

安心ポスターコンクール」を開催した。 

  なお、開催に当たり、会員の皆様から寄付（ノベルティグッズ）や広告協賛をいただいた。 

（ノベルティグッズ） 

  ＮＴＴ西日本佐賀支店、ニシム電子工業㈱、㈱佐賀新聞社、㈱サガテレビ 

（広告協賛） 

  ＮＴＴ西日本佐賀支店、ニシム電子工業㈱、㈱佐賀新聞社、佐賀ケーブルテレビ協議会、 

㈱学英システム、㈲佐賀情報ビジネス、㈱エヌビーコム 

 

・作品応募総数912点（過去最高の応募数だった昨年度に匹敵する応募） 

・平成28年 2月 7日（日）千代田文化会館はんぎーホールにて表彰式を実施 

佐賀県知事賞などの他、佐賀県高度情報化推進協議会賞を交付 

    ・平成27年度より「動画部門」「啓発動画感想文部門」が新設された。 

 

② ＩＣＴ普及に関する講習会（中期推進項目①、②、③関連） 

初心者を対象に、県内各地でスマホ・タブレットの活用やＳＮＳの講座などを実施した。 

はじめてのスマ

ホ・タブレット

講座inみやき 

期日 平成２７年７月１８日（土） 

会場 佐賀県立三養基高等学校（みやき町） 

内容 

〇らくらくスマートフォンセミナー 

〇iPad活用講座 

〇安全に使うためのLINE講座 

〇Facebook講座 for iPad      参加者 約１００名 

はじめてのスマ

ホ・タブレット

講座in武雄 

期日 平成２７年１０月３日（土） 

会場 武雄市文化会館（武雄市） 

内容 

〇シニア向けスマートフォン講座  

〇iPad活用講座 

〇安全に使うためのLINE講座 

〇Facebook講座 for iPad       参加者 約９０名 

iPad初心者 

セミナー 

期日 平成２７年１１月１４日（土） 

会場 赤松公民館（佐賀市） 

内容 

【ICT利活用促進調査研究事業との連携開催】  

［午前］赤松文化まつり（赤松小学校）にて、調査研究 

チームが「ICT体験ブース」「ICT相談ブース」を 

設け、アンケートも実施。 

［午後］場所を赤松公民館に移して、事前登録者の他に「体 

験ブース」等でICT機器に関心を持たれた方を引き 

込み、iPadの初心者向け講座を実施。 

参加者 ７(事前登録)＋７(当日参加)＝１４名 

はじめてのスマ

ホ・タブレット

講座in唐津 

期日 平成２８年３月５日（土） 

会場 唐津商工会館（唐津市） 

内容 

〇iPhone セミナー  

〇iPad活用講座 

〇安全に使うためのLINE講座 

〇Facebook講座 for iPad      参加者 約１２０名 
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③ ＩＣＴ利活用促進調査研究（中期推進項目②関連） 

初心者層、シニア層、主婦層等の ICT 利活用促進に向けた知見を得るため、赤松小学校で開催

された赤松文化まつりに参加している ICT 初心者・無関心層に対し、相談会、体験会、アンケー

トなどを実施し、その後赤松公民館に場所を移して、iPad の講習会および ICT 相談会を行い、ICT

初心者の利活用促進への効果と課題を検証した。 

 

調査日 平成２７年１１月１４日（土） 

調査対象 赤松文化まつりに参加しているICT初心者・無関心層 

内 容 

（目的） 

 ICT に興味がない無関心層の目に触れ、興味を持ってもらう 

（手法） 

地域の文化祭という様々な展示や出し物が行われる中で ICT 初心者、 

無関心層向けの ICT 体験ブース、相談ブースなどを設置 

 

①相談会（赤松文化まつり会場） 

・「ICT 相談ブース」の設置 

・ICT 機器の基本的な使い方や機能の設定方法の他、小学生の親から 

子どもに ICT 機器を使用させる際に感じている不安等についての相談 

②体験会（赤松文化まつり会場） 

・「ICT 機器体験ブース」の設置 

・テレビ電話や写真加工、防災アプリ等を体験 

・関心をもっていただいた方には、午後の講習会について紹介 

→ この体験会で関心を深めた方が、午後の講習会に７名参加 

③アンケート調査（赤松文化まつり会場） 

 ・ICT 初心者、無関心層３９名の方より回答 

④講習会・相談会（赤松公民館） 

 ・「ICT 普及に関する講習会」と連携して iPad についての講習会実施 

 ・講習会場前で、ICT 相談会を行った。 

成 果 

＜アンケート結果＞ 

○ICT 機器の利用しない理由 

・「普通の携帯電話で満足」「必要性を感じない」「使い方がわからない」 

 という結果 

・電話やメールといった連絡手段として使うこと以外に関心がない 

・スマートフォンやタブレットについて知識もない 

・スマートフォンやタブレットの活用について知ることができたならば、 

改善できると考える。 

 

○体験会の後に今後スマートフォンやタブレットを利用の希望 

・今まで利用したことがある人は「使いたくない」という結果は無く、 

一度でも利用したことがあるという経験が、今後とも使い続けたいと 

いう動機づけになっている 

・一方で、今まで利用したことがなかった人で、「使いたい」と回答し、 

今後の利用を具体的に考えた人は１５．８％ 

・「使いたいが不安がある」「迷っている」と、少なからず肯定的な意見 

を持った人を含むとスマホ非利用者の約 60％を超えた 

→今回行ったような体験会という形で実際にスマートフォン・タブレット 

 に触れてもらうことが、高齢層・初心者層の意識改革につながり、 
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ICT に対する意欲を向上 

・残りの 40％の「使いたくない」と回答 

→興味こそ持ってくれたものの今後の利用につなげることが難しい 

＊これらを解消するには、定期的、継続的に ICT 体験会を実施する 

 ことが有効 

＊今回の赤松文化祭の来場者の中でも ICT 体験会に興味すら抱かず 

体験を拒否されることも多く、そういった人たちに対する 

アプローチ方法を考える必要がある 

○体験会後のスマートフォン・タブレットに対する不安点 

・「利用料金が高い」「本体価格が高い」の割合が高い 

 →現実的な問題を考え始めている 

 

④ ＩＣＴ利活用推進団体支援事業（中期推進項目②関連） 

ＩＣＴ利活用を推進する団体が実施する中期推進項目①～③に該当する事業に対する補助 

  また、同団体の講師としてのスキルアップを図るための研修会を実施した。 

 

  １）ＩＣＴ利活用促進事業補助金交付 

 ・NPO法人シニア情報生活アドバイザー佐賀 補助金額150千円  

＜補助対象事業の概要＞ 

 「パソコン初心者、シニア世代のＩＣＴ利活用の底辺拡大と利用促進」を目的として、 

ＩＣＴに関する課題を抱えている方を対象に、一人1時間程度を目途に「パソコンのシニア 

困りごと相談会」を県内各地で開催 

 

  （開催地及び会場） 

   鳥栖市：麓まちづくり推進センター研修室（H27年 12月 7日） 

   多久市：多久ケーブルメディア会議室（H27年 12月 17日） 

   佐賀市：南川副公民館研修室（H28年 2月 3日）、開成公民館会議室（H28年 2月 6日） 

   有田町：有田町生涯学習センター講習室（H28年 2月 13日） 

   伊万里市：伊万里市民センター研修室（H28年 2月 25日） 

 

（相談受付対応者数） 

会場 午前 午後 合計 

鳥栖市 ７名 ８名 １５名 

多久市 ６名 ６名 １２名 

佐賀市南川副 ５名 ６名 １１名 

佐賀市開成 ８名 ５名 １３名 

有田町 ４名 ５名  ９名 

伊万里市 ５名 ５名 １０名 

合計 ３５名 ３５名 ７０名 

 

 

 

  ・NPO法人シニアネット佐賀  補助金額150千円 

＜補助対象事業の概要＞ 

 インターネット・パソコンの使い方を聞く機会がなかった、また情報の取得方法や加工の 

仕方が分からないＩＴ初心者を対象に佐賀県内の市町公共施設（公民館・集会所）において、 

次の講座を開催 
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講座 開催場所 開催日 受講者数 講座内容 

チャレンジPC

講座 

嬉野市 

中央 

公民館 

8/31 

9/1 

9/2 

9/3 

4 名 

4名 

4名 

4名 

パソコンの基礎知識習得 

文字に入力（マウス操作） 

インターネット検索 

セキュリティ対策 

スキルアップ

講座 

アバンセ 9/11 

10/2 

11/13 

12/4 

1/22 

2/12 

17名 

12名 

13名 

7名 

20名 

13名 

画像と動画の活用 

エクセル：簡単家計簿作成 

ＰＣのセキュリティ対策 

ワード：年賀状作成 

ＳＮＳ：フェイスブック 

パソコンのメンテナンス 

エクセル 

講座 

高木瀬 

公民館 

1/26 

1/27 

1/28 

1/29 

AM7名 PM4名 

AM7名 PM5名 

AM6名 PM6名 

AM7名 PM4名 

表と棒グラフ「絵を使った」 

折れ線グラフ「セルの枠線を消す」 

円グラフ「補助円グラフ」 

マイナス対比グラフ 

 

 

  ・NPO法人 ITサポートさが  補助金額150千円 

＜補助対象事業の概要＞ 

 情報化社会の進展に伴い、ＩＣＴに関するトラブルが身近なものとなり、今後さらに増加・ 

深刻化することが予想される。そこで、何時でも誰でも相談できる安心感を県民全体に与える 

ことを目的として、ネットトラブル相談窓口「ほっとネットライン」を運用 

 

（月毎の相談件数）     （相談内容別件数）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）講師スキルアップ研修会 

 

開催日時 平成２７年１１月２５日（水）１４：００～１６：３０ 

会 場 佐賀市市民活動プラザ４階 大会議室 

講 師 橋本 斉任氏、白浜 たか子氏（一般社団法人プロトレ トレーナー） 

月 相談件数 

９月 ３４件 

１０月 ３２件 

１１月 ２９件 

１２月 ２４件 

１月 １９件 

２月 ２５件 

合計 １６３件 

相談内容 相談件数 

不当請求に関する相談 ３６件 

端末やアプリの使い方について ３６件 

ＳＮＳに関するトラブルについて ３４件 

ネットトラブル以外の相談 １８件 

誹謗中傷に関する相談 １５件 

アカウント削除に関する相談 ８件 

ゲーム機に関する相談 ８件 

情報削除についての相談 ６件 

不正アプリや乗っ取りについて ２件 

合計 １６３件 
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対 象 
本協議会会員であるNPO法人シニア情報生活アドバイザー佐賀及びNPO法人シニ

アネット佐賀、他県内シニアICT団体の講師 

内 容 

「Windows10の特長と活用方法について」をテーマとして、 

SurfaceProを操作しながら、Windowsの新しい機能や活用方法を学んだ。 

参加者 ３３名  

 

  （成果）参加された３３名の全員様より「参考になった（27名）」、「少し参考になった（6名）」 

     と高い評価をいただけた。 

      今後研修会で取り扱ってほしいテーマとしては、引き続きWindows10 について 

取り扱ってほしい意見の他、講習会等で使える様々なソフトについて取り扱ってほしい 

という意見が複数ありました。 

 

 

（３）ネットワーク・広報事業（中期推進項目①、②、③関連） 

本協議会の情報発信や会員間の情報交換などを目的として、ホームページやFacebookページを

連携活用した広報を大きく増加させた。また、ホームページを再構築する際に必要な機能について

広報グループを中心に継続的に検討を行った。 

新ＨＰは3月 15日に完全公開し、旧ＨＰにはなかった会員専用ページを設け、会員の情報発信

の場として有効活用できるようになった。また、高情協YouTubeチャンネルも設け、講演会や講習

会等の動画は勿論、県民向けの研修動画や会員のＰＲ動画等、今後様々な活用の仕方が考えられる

と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ＩＣＴ利活用促進検討事業（中期推進項目③関連） 

平成28年度にＩＣＴを利活用することで買物弱者を支援する実証事業を行うために、事業目的

に賛同いただいた会員で準備検討プロジェクトチームを結成した。唐津エリア（ネットスーパーモ

デル）と多久エリア（商店街モデル）の地域において、最終的には県民がＩＣＴを活用することで

生活が便利になったことを実感し、補助を前提としない継続可能な事業となるよう事業計画の検討

を開始した。 

回 期 日 内 容 

説
明
会 

平成２８年 

２月２４日（水） 

【事業参画のための事前説明会】 

(1)事業（案）説明 

(2)質疑応答 

第
１
回 

 平成２８年 

３月３０日（水） 

【第1回準備検討プロジェクトチーム会議】 

(1) 準備検討プロジェクトの発足について・事業説明 

(2) 質疑応答 

(3) 今後のことについて 

 

[参考データ] 高情協Facebookページ記事掲載数 

 H23年度  １４本（H24.1.16ページ開設） 

H24年度  １７本 

H25年度   ７本 

H26年度  １１本 

H27年度 １５７本 

新高情協ＨＰにおける幹事会専用

ページの閲覧方法について 

①トップページ右上の 

「会員の皆様へ」をクリック 

②パスワード「kojokyo」を入力 

③幹事会専用ページに入れる 
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第２号議案 平成２７年度収支決算について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜収入の部＞ （単位：円）

２７年度予算 ２７年度決算 差引額

(A) (B) (A－B)

2,927,000 2,906,000 21,000
平成27年度会員数 107
（特別会員除く 100…県1,市町20,企業団体
個人79）

県 (450,000) (450,000) 0

市町 (684,000) (684,000) 0

企業・団体・個人 (1,793,000) (1,772,000) 21,000 2会員退会

120,000 100,000 20,000 情報通信月間援助金の減少

412 668 △ 256 預金利息

2,853,588 2,853,588 0

5,901,000 5,860,256 40,744

＜支出の部＞ （単位：円）

２７年度予算 ２７年度決算 差引額
(A) (B) (A－B)

4,100,000 2,946,394 1,153,606

ＩＣＴに関する講演会 (900,000) (899,952) (48) 3回開催（Ｈ27.5，Ｈ27.11，H28.3）

ＩＣＴ普及促進事業 (3,200,000) (2,046,442) (1,153,558)

ICT普及に関する講習会 723,350円
ICT利活用調査研究　146,800円
ICT利活用推進団体支援事業　597,412円
ネットワーク・広報事業　578,880円

120,000 118,162 1,838

総会 (90,000) (88,938) (1,062) 5月定期総会

幹事会 (30,000) (29,224) (776) 4回開催（H27.4，H27.12，H28.1，H28.3）

150,000 136,648 13,352 OCN使用料、郵送料、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等

1,531,000 0 1,531,000

5,901,000 3,201,204 2,699,796

5,860,256  円

3,201,204  円

　　　 収支差額 2,659,052  円

収支差額 2,659,052 円は、全額平成２８年度に繰り越すものとする。

財産目録

　　佐賀銀行県庁支店 普通預金 2,020,023円　　　

　　佐賀共栄銀行佐大通り支店 普通預金 639,029円　　　

計 2,659,052円　　　

科目 備考

会費収入

助成金

雑収入

繰越金

合　　　　　　計

科目 備考

幹事会直轄事業費

　　　　　平成２７年度収入合計

　　　　　平成２７年度支出合計

会議費

事務費

予備費

合計
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第３号議案 協議会規約及び関係規程の一部改正（案）について 

○協議会規約・会計規程・事務局規程の改正について 

佐賀県高度情報化推進協議会規約 

改正前 改正後（案） 

（事務局） 

第 20 条 本会の連絡、会計その他の庶務 

事務を処理する事務局を佐賀県統括本部

情報・業務改革課に置く。 

（事務局） 

第 20 条 本会の連絡、会計その他の庶務 

事務を処理する事務局を佐賀県総務部 

情報・業務改革課に置く。 

 

佐賀県高度情報化推進協議会会計規程 

改正前 改正後（案） 

（出納員） 

第３条  

２ 出納員は、事務局職員のうち、佐賀県

統括本部情報・業務改革課地域情報推進 

担当係長の職にあるものをもって充てる。 

 

（預金及び印鑑の管理） 

第 15 条 

３ 出納に使用する通帳は、事務局員のう

ち、佐賀県統括本部情報・業務改革課副課

長の職にあるものが保管するものとする。 

（出納員） 

第３条  

２ 出納員は、事務局職員のうち、佐賀県

総務部情報・業務改革課地域情報推進 

担当係長の職にあるものをもって充てる。 

 

（預金及び印鑑の管理） 

第 15 条 

３ 出納に使用する通帳は、事務局員のう

ち、佐賀県総務部情報・業務改革課副課 

長の職にあるものが保管するものとする。 

 

佐賀県高度情報化推進協議会事務局規程 

改正前 改正後（案） 

（事務局職員） 

第４条   

２ 事務局長は、佐賀県統括本部情報・業務

改革課長をもって充てる。 

３ 副事務局長は、佐賀県統括本部情報・業

務改革課地域情報推進担当係長をもって充て

る。ただし、事務局員のうちには、佐賀県統

括本部情報・業務改革課副課長の職にある者

を充てるものとし、当該事務局員は別に定め

るところにより、通帳の保管者となる。 

４ 事務局員は、佐賀県統括本部情報・業務

改革課職員をもって充てる。 

（事務局職員） 

第４条   

２ 事務局長は、佐賀県総務部情報・業務 

改革課長をもって充てる。 

３ 副事務局長は、佐賀県総務部情報・業 

務改革課地域情報推進担当係長をもって充て

る。ただし、事務局員のうちには、佐賀県総

務部情報・業務改革課副課長の職にある者 

を充てるものとし、当該事務局員は別に定め

るところにより、通帳の保管者となる。 

４ 事務局員は、佐賀県総務部情報・業務 

改革課職員をもって充てる。 

 

（改正理由） 

  佐賀県庁組織改編（H28.4.1）に伴い、事務局の情報・業務改革課が統括本部から総務部に変更

されたことに伴う改正 
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○幹事会設置・運営規程の改正について 

佐賀県高度情報化推進協議会幹事会設置・運営規程 

改正前 改正後（案） 

別表 

グループ 
会  員 

（平成 27 年 4 月 1 日現在） 

メディア・

通信・電器

など 

（３０ 

＋２）    

 

 

 

 

計３２ 

西日本電信電話㈱佐賀支

店、㈱ドコモＣＳ九州佐賀

支店、九州電力㈱佐賀支社、

九州通信ネットワーク㈱佐

賀支店、ニシム電子工業㈱

佐賀支店、ＫＤＤＩ㈱コン

シューマ佐賀支店、㈱サガ

テレビ、日本放送協会佐賀

放送局、㈱エフエム佐賀、

NBC ラジオ佐賀、有田ケー

ブル・ネットワーク㈱、伊

万里ケーブルテレビジョン

㈱、㈱唐津ケーブルテレビ

ジョン、佐賀シティビジョ

ン㈱、西海テレビ㈱、㈱ケ

ーブルワン、藤津ケーブル

ビジョン㈱、㈱多久ケーブ

ルメディア、㈱テレビ九州、

㈱佐賀新聞社、㈱佐賀銀行、

㈲西九電装エンジニアリン

グ、㈱宮園電工、日本電気

㈱佐賀支店、富士通㈱佐賀

支店、㈱ソアー、㈱音成印

刷、誠文堂印刷㈱、大同印

刷㈱、㈱古川総合印刷 

佐賀県ケーブルテレビ協議

会、（一社）日本 CATV 技

術協会佐賀地区支部 

ソフトウェ

ア・情報処

理サービス

など 

（２４ 

＋１） 

 

計２５ 

伊万里情報センター㈱、西

肥情報サービス㈱佐賀事業

所、㈱佐賀情報管理センタ

ー、㈱佐賀電算センター、

㈱佐賀ＩＤＣ、佐銀コンピ

ュータサービス㈱、㈱ジェ

ピック、㈱ジムコ、ダイワ

ボウ情報システム㈱佐賀支

店、名村情報システム㈱、

ＮＤＳデータソリューショ

ンズ㈱佐賀センター、㈱富

別表 

グループ 
会  員 

（平成 28 年 4 月 1 日現在） 

メディア・

通信・電器

など 

（３０ 

＋２）    

 

 

 

 

計３２ 

西日本電信電話㈱佐賀支

店、㈱ドコモＣＳ九州佐賀

支店、九州電力㈱佐賀支社、

九州通信ネットワーク㈱佐

賀支店、ニシム電子工業㈱

佐賀支店、ＫＤＤＩ㈱コン

シューマ佐賀支店、㈱サガ

テレビ、日本放送協会佐賀

放送局、㈱エフエム佐賀、

NBC ラジオ佐賀、有田ケー

ブル・ネットワーク㈱、伊

万里ケーブルテレビジョン

㈱、㈱唐津ケーブルテレビ

ジョン、佐賀シティビジョ

ン㈱、西海テレビ㈱、㈱ケ

ーブルワン、藤津ケーブル

ビジョン㈱、㈱多久ケーブ

ルメディア、㈱テレビ九州、

㈱佐賀新聞社、㈱佐賀銀行、

㈲西九電装エンジニアリン

グ、㈱宮園電工、日本電気

㈱佐賀支店、富士通㈱佐賀

支店、㈱ソアー、㈱音成印

刷、誠文堂印刷㈱、大同印

刷㈱、㈱古川総合印刷 

佐賀県ケーブルテレビ協議

会、（一社）日本 CATV 技

術協会佐賀地区支部 

ソフトウェ

ア・情報処

理サービス

など 

（２３ 

＋１） 

 

計２４ 

伊万里情報センター㈱、西

肥情報サービス㈱佐賀事業

所、㈱佐賀情報管理センタ

ー、㈱佐賀電算センター、

㈱佐賀ＩＤＣ、佐銀コンピ

ュータサービス㈱、㈱ジェ

ピック、㈱ジムコ、ダイワ

ボウ情報システム㈱佐賀支

店、名村情報システム㈱、

ＮＤＳデータソリューショ

ンズ㈱佐賀センター、㈱富
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士通九州システムサービ

ス、㈱ドミックアルファ佐

賀事業所、㈱プライム、㈲

佐賀情報ビジネス、木村情

報技術㈱、㈱トゥーファク

トリー、フリービットスマ

ートワークス㈱、㈱エヌビ

ーコム、㈱サインズ、日本

建設技術㈱、㈱マルゼン看

板、㈱学映システム、㈱九

州コーユー 

佐賀県ソフトウェア協同組

合 

市民社会組

織・個人 

 

計１１ 

NPO 法人佐賀県 CSO 推進

機構、NPO 法人ＮｅｔＣｏ

ｍさが、NPO 法人 IT サポ

ートさが、NPO 法人価値創

造プラットフォーム、NPO

法人シニアネット佐賀、

NPO 法人シニア情報生活ア

ドバイザー佐賀、平田義信、

矢野億子、柴田真孝、中村

純一、原啓介 

各種団体・

学校 

 

 

計１３ 

佐賀商工会議所、佐賀県商

工会連合会、佐賀県中小企

業団体中央会、佐賀県農業

協同組合中央会、佐賀県有

明海漁業協同組合連合会、

(一社)佐賀県医師会、(一社)

佐賀県建設業協会、(公社)

佐賀県トラック協会、(公財)

佐賀県地域産業支援センタ

ー、唐津情報都市推進協議

会、唐津ビジネスカレッジ、

佐賀コンピュータ専門学

校、佐賀大学 

地方自治

体・特別会

員 

  

  計２８ 

佐賀市、唐津市、鳥栖市、

多久市、伊万里市、武雄市、

鹿島市、小城市、嬉野市、

神埼市、吉野ヶ里町、基山

町、上峰町、みやき町、玄

海町、有田町、大町町、江

北町、白石町、太良町、佐

賀県、九州総合通信局、九

州経済産業局、九州農政局

佐賀支局、佐賀県市長会、

佐賀県町村会、佐賀県消費

士通九州システムサービ

ス、㈱プライム、㈲佐賀情

報ビジネス、木村情報技術

㈱、㈱トゥーファクトリー、

フリービットスマートワー

クス㈱、㈱エヌビーコム、

㈱サインズ、日本建設技術

㈱、㈱マルゼン看板、㈱学

映システム、㈱九州コーユ

ー 

 

佐賀県ソフトウェア協同組

合 

市民社会組

織・個人 

 

計９ 

NPO 法人佐賀県 CSO 推進

機構、NPO 法人ＮｅｔＣｏ

ｍさが、NPO 法人 IT サポ

ートさが、NPO 法人シニア

ネット佐賀、NPO 法人シニ

ア情報生活アドバイザー佐

賀、平田義信、矢野億子、

中村純一、原啓介 

 

 

各種団体・

学校 

 

 

計１３ 

佐賀商工会議所、佐賀県商

工会連合会、佐賀県中小企

業団体中央会、佐賀県農業

協同組合中央会、佐賀県有

明海漁業協同組合連合会、

(一社)佐賀県医師会、(一社)

佐賀県建設業協会、(公社)

佐賀県トラック協会、(公財)

佐賀県地域産業支援センタ

ー、唐津情報都市推進協議

会、唐津ビジネスカレッジ、

佐賀コンピュータ専門学

校、佐賀大学 

地方自治

体・特別会

員 

  

  計２８ 

佐賀市、唐津市、鳥栖市、

多久市、伊万里市、武雄市、

鹿島市、小城市、嬉野市、

神埼市、吉野ヶ里町、基山

町、上峰町、みやき町、玄

海町、有田町、大町町、江

北町、白石町、太良町、佐

賀県、九州総合通信局、九

州経済産業局、九州農政局

佐賀支局、佐賀県市長会、

佐賀県町村会、佐賀県消費
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者グループ協議会、佐賀県

ネットワーク・セキュリテ

ィ対策協議会 

（以上１０９会員） 

者グループ協議会、佐賀県

ネットワーク・セキュリテ

ィ対策協議会 

（以上１０６会員） 

 

（改正理由） 

  昨年度、以下の３会員が退会されたことに伴う改正 

退会された会員名 区 分 

㈱ドミックアルファ佐賀事業所 ソフトウェア・情報処理サービスなど 

NPO法人価値創造プラットフォーム 市民社会組織・個人 

柴田 真孝 市民社会組織・個人 
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第４号議案 平成２８年度事業計画（案）について     

 

【確認事項】 

平成２７年度及び平成２８年度は、中期推進項目として「情報リテラシー・セキュリティの普及推

進」、「初心者向けのインターネット利活用普及推進」及び「県民が実感できる効果的なＩＣＴの利

活用普及促進」を掲げ、本協議会の目的達成に資する事業に取り組むこととする。 

 

 ＜中期推進項目（H27～H28年度）＞ 

①情報リテラシー・セキュリティの普及推進 

スマートフォンやＳＮＳ等の急速な普及に対し、利用者側の情報リテラシー・ 

   セキュリティの普及が著しく遅れているため、重点的に普及推進を図る必要がある。 

②初心者向けのインターネット利活用普及推進 

できるだけ多くの県民がＩＣＴの恩恵を受けられるよう、特にインターネット初心者に対し

てより効果的な普及推進を図る必要がある。 

  ③県民が実感できる効果的なＩＣＴの利活用普及促進 

    医療・福祉、健康増進、観光、農林水産業や商工業等において、県民が「効果を実感できる

ＩＣＴの普及」促進に資するため、佐賀県内の企業、自治体、大学 などの産学官の連携を促

して、ＩＣＴを活用した「仕組み」を検討し、きっかけとなる実証事業の企画立案や核となる

人材育成を行う。 

 

Ⅰ 事業計画（案） 

 

１ 幹事会直轄事業 

（１）ＩＣＴに関する講演会等（中期推進項目①、②、③関連） 

県内各地域における情報化の推進を図るため、会員、事業者、一般県民を対象として、 

ＩＣＴの最新動向を知るとともに、ＩＣＴの効果的な利活用を促進するための講演会を開催す

る。 

１また、これからＩＣＴ利活用の推進を図ろうとする会員にとって参考としていただく 

目的で、企業・官公庁等が取り組まれている先進的ＩＣＴ利活用事例の視察を実施する。 

２また、「１（２）⑥ＩＣＴ利活用促進検討事業」テーマ選定の参考とする目的で、 

地域の抱える課題についてＩＣＴを利活用することで解決した事例の視察を実施する。 

 

【御検討いただきたいポイント】 

   ・視察の目的として、上記の１、２のどちらの方向で実施するべきでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［幹事からのご意見］ 
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（２）ＩＣＴ普及啓発事業 

①情報リテラシー・セキュリティ事業（中期推進項目①関連） 

情報リテラシー・セキュリティの関係機関・団体の個々の取組内容、課題等を把握し、 

各取組・連携を推進・強化し、スケールメリットをもった取組となるように、支援を行う。 

取組事例としては、「ネットの安全・安心ポスターコンクール」（開催予定）について、 

今年度も参画し、関係機関とともに主体的に取り組むともに、受賞作品を用いた普及啓発に

ついて取り組む。 

 

②ＩＣＴ普及に関する講習会（中期推進項目①、②関連） 

ＩＣＴ初心者の情報リテラシーの向上及び時代に対応した情報通信機器・インターネット

サービス等の利活用促進を図るため、ＩＣＴに関する講習会を開催する。 

なお、高情協会員であるシニアＩＣＴ団体が開催する講習会との連携開催及び「１（２）

⑥買物困難者支援実証事業」の内容との連携開催として実施し、より効果的、実践的なＩＣ

Ｔの利活用・普及促進に繋げる。 

各講習会において、情報セキュリティ・モラルの啓発も行う。 

 

③ＩＣＴ利活用促進調査研究（中期推進項目②関連） 

『生活にＩＣＴの必要性を感じない方（目的をもたない方）』を対象とした過去３年間の

調査研究によって得られた知見を踏まえ、今年度は、「１（２）⑥買物困難者支援実証事業」

と連携することにより、調査対象を『生活の中でＩＣＴが解決策となりうる方（目的をもっ

ている方）』に変えて実施する。目的の有無によってＩＣＴ利活用促進の結果がどう変わっ

てくるかを検証する。 

 

④ＩＣＴ利活用推進団体支援事業（中期推進項目②関連） 

ＩＣＴ利活用を推進する団体が実施する、中期推進項目に該当する事業への補助を行う。 

  

【特に御検討いただきたいポイント】 

   ・事業結果の「見える化」を行うために、３月幹事会において１団体５分程度レビューを 

    行っていただいてはどうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ネットワーク・広報事業（中期推進項目①、②、③関連） 

平成２７年度にリニューアルした本協議会ＨＰやＳＮＳ等のＷｅｂ等各種媒体を通じて

会員間の情報の共有化を図るとともに、本協議会の事業成果や関係団体のＩＣＴに関する取

組、情報セキュリティに関する普及啓発資料等、ＩＣＴに関する様々な情報を広く社会に情

報発信する。 

 

   ⑥買物困難者支援実証事業（中期推進項目③関連） 

     人口減少・少子高齢化等、様々な要因により増加傾向にある買物困難者への支援として、

ＩＣＴを用いた取組の有効性・課題等について明らかにするための実証事業を県内２地区に

おいて、実施する。 

     

［幹事からのご意見］ 
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【平成２８年度事業スケジュール（案）】        

 

月 総会及び幹事会直轄事業 

４月  

５月 
定期総会 

第１回ＩＣＴに関する講演会（「情報通信月間」参加行事） 

６月 
 

７月 ＩＣＴ普及に関する講習会（「情報通信月間」行事）（予定） 

８月  

９月 ＩＣＴ普及に関する講習会（予定） 

１０月 
 

１１月 
 

１２月  

１月  

２月 
情報リテラシー・セキュリティ事業（「情報セキュリティ月間」行事） 

ＩＣＴ利活用事例視察 

３月  

※ＩＣＴに関する講演会、ＩＣＴ普及に関する講習会については、回数が増減することがありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ利活用 

促進調査研究 

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
・ 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業 

買
い
物
困
難
者
対
策

実
証
事
業 

ＩＣＴ普及に関する

講習会（２回） 

第２回ＩＣＴに関する講演会（予定） 
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第５号議案 平成２８年度収支予算（案）について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜収入の部＞ （単位：円）

差引額

（Ａ－Ｂ）
27年度

決算（Ｃ）
差引額

（Ａ－Ｃ）

2,888,000 2,927,000 △ 39,000 2,906,000 △ 18,000
平成28年度会員数 106
（特別会員除く 99…県1,市町20,企業団体個人78）

県 (450,000) (450,000) (0) (450,000) (0)

市町 (684,000) (684,000) (0) (684,000) (0)

企業・団体・
個人

(1,754,000) (1,793,000) (△ 39,000) (1,772,000) (△ 18,000)

120,000 120,000 0 100,000 20,000 情報通信月間援助金

948 412 536 668 280 預金利息等

2,659,052 2,853,588 △ 194,536 2,853,588 △ 194,536

5,668,000 5,901,000 △ 233,000 5,860,256 △ 192,256

＜支出の部＞ （単位：円）

差引額

（Ａ－Ｂ）
27年度

決算（Ｃ）
差引額

（Ａ－Ｃ）

4,400,000 4,100,000 300,000 2,946,394 1,453,606

ＩＣＴに関する
講演会等

(900,000) (900,000) (0) (899,952) (48) 講演会２回　視察１回

ＩＣＴ普及
啓発事業

(3,500,000) (3,200,000) (300,000) (2,046,442) 1,453,558

・情報リテラシー・セキュリティ事業　250千円
・ICT普及に関する講習会　700千円
・ICT利活用調査研究　300千円
・ICT利活用推進団体支援事業　450千円
・ネットワーク・広報事業　300千円
・買物困難者支援実証事業　1,500千円

120,000 120,000 0 118,162 1,838

総会 (90,000) (90,000) (0) (88,938) (1,062)

幹事会 (30,000) (30,000) (0) (29,224) (776)

150,000 150,000 0 136,648 13,352

998,000 1,531,000 △ 533,000 0 998,000

5,668,000 5,901,000 △ 233,000 3,201,204 2,466,796

事務費

予備費

合計

雑収入

繰越金

合　　　　　　計

（参考）
備　　　考

幹事会直轄事業費

会議費

科目 備　　　考

会費収入

助成金

28年度
予算(Ａ）

27年度
予算(Ｂ）

（参考）

科目
28年度

予算(Ａ）
27年度

予算(Ｂ）
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第６号議案 役員の選任（案）について 

本会役員の属する組織内での異動等に伴い、会長及び会計監事に欠員が生じている。欠員につ

いては、補欠の選任が必要であり、役員は本協議会規約第８条第２項において「幹事を除く役員

は、総会において会員の中から選任する」とされている。また、役員の任期については本協議会

規約第１０条第２項「補欠または増員により選任された役員の任期は、前任者または現任者の残

任期間とする」とされており、現任の役員の任期は平成２９年３月末日までとなっている。 

なお、記の一覧表の下線部は役職の変更又は組織内の異動等に伴う変更である。 

 

 

平成２８年度佐賀県高度情報化推進協議会 役員一覧（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○会　長（１名） ( )

○副会長（２名） 佐賀県ケーブルテレビ協議会　事務局長 大野　裕志

佐賀大学大学院工学系研究科　教授 松前　進

◎ ＮＰＯ法人ＮｅｔＣｏｍさが　理事長 兼 事務局長 西村　龍一郎

株式会社佐賀新聞社編集局　メディア戦略部長 兼 論説委員 森本　貴彦

西日本電信電話株式会社佐賀支店　副支店長 篠田　義則

九州電力株式会社佐賀支社　技術部長 新開　巧児

ニシム電子工業株式会社佐賀支店　支店長 長谷川　尚志

株式会社佐賀電算センター　公共事業部マネージャー 岩永　信二

株式会社九州コーユー　取締役　営業部兼システム部部長 永石　茂

株式会社プライム　代表取締役 福田　真也

有限会社佐賀情報ビジネス　代表取締役 江島　光代

株式会社佐賀ＩＤＣ　センター事業部部長 江島　良二

ＮＰＯ法人シニアネット佐賀　理事長 近藤　弘樹

ＮＰＯ法人シニア情報生活アドバイザー佐賀　理事長 久野　美津代

ＮＰＯ法人ＩＴサポートさが　事務局長 浴本　信子

唐津情報都市推進協議会　会長 馬渡　雅敏

唐津ビジネスカレッジ　事務長 下木　祐二

佐賀コンピュータ専門学校　進路部長・事務長 堤　和義

佐賀商工会議所　企画・推進班主任 小寺　康介

佐賀大学経済学部　准教授 羽石　寛志

佐賀県ネットワーク・セキュリティ対策協議会事務局 牧　　直寛

武雄市　広報課長 大野　貴宏

有田町　財政課長 吉永　繁史

公益財団法人佐賀県地域産業支援センター　専務理事 志波　幸男

○監事（２名） ( )

佐賀シティビジョン株式会社　営業推進部次長 兼 営業1課課長 庄島　眞二

○事務局長（１名） 佐賀県　総務部 情報・業務改革課長 武富　靖嘉

〈役　　職〉　　　　　　　　　　　　〈氏名(敬称略)〉

○幹事（２２名　◎は座長）
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（参考）平成２７年度佐賀県高度情報化推進協議会役員一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○会　長（１名） 佐賀県　最高情報統括監 森本　登志男

○副会長（２名） 佐賀県ケーブルテレビ協議会　事務局長 大野　裕志

佐賀大学大学院工学系研究科　教授 松前　進

◎ ＮＰＯ法人ＮｅｔＣｏｍさが　理事長 兼 事務局長 西村　龍一郎

株式会社佐賀新聞社編集局　メディア戦略部長 兼 論説委員 森本　貴彦

西日本電信電話株式会社佐賀支店　副支店長 篠田　義則

九州電力株式会社佐賀支社　技術部長 新開　巧児

ニシム電子工業株式会社佐賀支店　支店長 長谷川　尚志

株式会社佐賀電算センター　公共事業部営業部営業1ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ 岩永　信二

株式会社九州コーユー　取締役　営業部兼システム部部長 永石　茂

株式会社プライム　代表取締役 福田　真也

有限会社佐賀情報ビジネス　代表取締役 江島　光代

株式会社佐賀ＩＤＣ　センター事業部部長 江島　良二

ＮＰＯ法人シニアネット佐賀　理事長 近藤　弘樹

ＮＰＯ法人シニア情報生活アドバイザー佐賀　理事長 久野　美津代

ＮＰＯ法人ＩＴサポートさが　事務局長 浴本　信子

唐津情報都市推進協議会　会長 馬渡　雅敏

唐津ビジネスカレッジ　事務長 下木　祐二

佐賀コンピュータ専門学校　進路部長・事務長 堤　和義

佐賀商工会議所　中小企業相談所主任 小寺　康介

佐賀大学経済学部　准教授 羽石　寛志

佐賀県ネットワーク・セキュリティ対策協議会事務局 和田　秀敏

武雄市広報課長 井上　将治

有田町まちづくり課副課長 吉永　繁史

公益財団法人佐賀県地域産業支援センター　専務理事 志波　幸男

○監事（２名） 佐賀市　企画調整部副部長 兼 行政管理課長 眞﨑　武浩

佐賀シティビジョン株式会社　営業推進部次長 兼 営業1課課長 庄島　眞二

○事務局長（１名） 佐賀県統括本部　情報・業務改革課長 武富　靖嘉

○幹事（２２名　◎は座長）

〈役　　職〉　　　　　　　　　　　　〈氏名(敬称略)〉
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別表 

（以上１０６会員） 

 

 

 

 

グループ 会  員  （平成２８年４月１日現在） 

メディア・ 

通信・電器など 

（３０＋２） 

 

 

 

 

計３２ 

西日本電信電話㈱佐賀支店、㈱ドコモＣＳ九州佐賀支店、 

九州電力㈱佐賀支社、九州通信ネットワーク㈱佐賀支店、 

ニシム電子工業㈱佐賀支店、ＫＤＤＩ㈱コンシューマ佐賀支店、 

㈱サガテレビ、日本放送協会佐賀放送局、㈱エフエム佐賀、 

NBC ラジオ佐賀、有田ケーブル・ネットワーク㈱、 

伊万里ケーブルテレビジョン㈱、㈱唐津ケーブルテレビジョン、 

佐賀シティビジョン㈱、西海テレビ㈱、㈱ケーブルワン、 

藤津ケーブルビジョン㈱、㈱多久ケーブルメディア、㈱テレビ九州、 

㈱佐賀新聞社、㈱佐賀銀行、㈲西九電装エンジニアリング、㈱宮園電工、

日本電気㈱佐賀支店、富士通㈱佐賀支店、㈱ソアー、㈱音成印刷、 

誠文堂印刷㈱、大同印刷㈱、㈱古川総合印刷 

佐賀県ケーブルテレビ協議会、 

（一社）日本 CATV 技術協会佐賀地区支部 

ソフトウェア・

情報処理サービ

スなど 

（２３＋１） 

 

計２４ 

伊万里情報センター㈱、西肥情報サービス㈱佐賀事業所、㈱佐賀情報管理

センター、㈱佐賀電算センター、㈱佐賀ＩＤＣ、佐銀コンピュータサービ

ス㈱、㈱ジェピック、㈱ジムコ、ダイワボウ情報システム㈱佐賀支店、 

名村情報システム㈱、ＮＤＳデータソリューションズ㈱佐賀センター、 

㈱富士通九州システムサービス、㈱プライム、㈲佐賀情報ビジネス、 

木村情報技術㈱、㈱トゥーファクトリー、 

フリービットスマートワークス㈱、㈱エヌビーコム、㈱サインズ、 

日本建設技術㈱、㈱マルゼン看板、㈱学映システム、㈱九州コーユー 

佐賀県ソフトウェア協同組合 

市民社会組織・

個人 

 

計９ 

NPO 法人佐賀県 CSO 推進機構、NPO 法人ＮｅｔＣｏｍさが、 

NPO 法人 IT サポートさが、NPO 法人シニアネット佐賀、 

NPO 法人シニア情報生活アドバイザー佐賀、平田義信、矢野億子、 

中村純一、原啓介 

各種団体・学校 

 

 

計１３ 

佐賀商工会議所、佐賀県商工会連合会、佐賀県中小企業団体中央会、 

佐賀県農業協同組合中央会、佐賀県有明海漁業協同組合、 

(一社)佐賀県医師会、(一社)佐賀県建設業協会、(公社)佐賀県トラック協会、

(公財)佐賀県地域産業支援センター、唐津情報都市推進協議会、 

唐津ビジネスカレッジ、佐賀コンピュータ専門学校、佐賀大学 

地方自治体・ 

特別会員 

  

  計２８ 

佐賀市、唐津市、鳥栖市、多久市、伊万里市、武雄市、鹿島市、小城市、

嬉野市、神埼市、吉野ヶ里町、基山町、上峰町、みやき町、玄海町、 

有田町、大町町、江北町、白石町、太良町、佐賀県、九州総合通信局、 

九州経済産業局、九州農政局佐賀支局、佐賀県市長会、佐賀県町村会、 

佐賀県消費者グループ協議会、 

佐賀県ネットワーク・セキュリティ対策協議会 
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報告 

（１）第１回ＩＣＴに関する講演会について 

 ○第１回講演会について、次のとおり進めております。 

 

【日時】平成２８年５月２６日（木）定期総会後 １４：３０～１６：４０ 

【会場】ホテルマリターレ創世佐賀 グランデピアツァ  

【次第（案）】  

 ①藤原久嗣佐賀県情報統括監挨拶（14:30～14:40） 

 ②マイナンバー制度に関する説明（14:40～14:50） 

   説明：佐賀県情報・業務改革課職員 

   内容：「事業者における特定個人情報の漏えい事案等が発生した場合の対応について」 

 ③講演会（15:00～16:30）・質疑応答（16:30～16:40） 

   演題：「講師の先生と相談のうえ決定」 

 

【講師候補】 

  ○講師 ： ソフトバンク・テクノロジー株式会社 

シニアセキュリティエバンジェリスト 辻 伸弘 氏 

＜講師プロフィール＞ 

大阪府出身。ソフトバンク・テクノロジー株式会社に所属。セキュリティ技術者として、情報

システムの弱点を洗い出し修正方法を助言するペネトレーションテスト(侵入テスト)などに従

事。民間企業、官公庁問わず多くの検査実績を持つ。また、自宅では、趣味としてのハニーポッ

トの運用、IDSによる監視などを行う。現在は、主に攻撃視点を意識しつつ情報セキュリティに

関する調査や分析を行い、講演や執筆活動も精力的にこなすなど情報発信を続けている。 

昨年度の第1回 ICT利活用講演会においても講師として講演されました。 

（参考）辻氏の代表的なWeb連載記事 

「セキュリティのトビラ」（マイナビニュース） 

         http://news.mynavi.jp/column/secdoor/ 

      「セキュリティのアレ」（ＩＴmedia） 

         http://www.itmedia.co.jp/author/208842/ 

 

  ＜最近の講演実績＞ 

 

   －情報セキュリティ戦略セミナー－ 

   ○日時：2015年 12月 9日（水）16:50～17：30  

○場所：目黒雅叙園 

○演題：「事例と疑問に学ぼう！標的型攻撃対策（？）再入門」 

 

   －ＩＴpro EXPO 2015－ 

○日時：2015年 10月 2日（金）11:00～11:30  

○場所：ＩＴproEXPOメインシアター  

○演題：「辻伸弘の裏読みセキュリティ事件簿Live！～数多の脅威を知るひととき～」 

 

演題（案）：「私たちを取り巻く「サイバー」な出来事」～忍び寄る影の実体と向き合うため～ 

※『日本年金機構事件の教訓』『アノニマスによる日本への攻撃』 

『ランサムウェア（身代金要求型ウィルス）との付き合い方』を盛り込んだ内容

http://news.mynavi.jp/column/secdoor/
http://www.itmedia.co.jp/author/208842/

